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死後100年記念「国際シュトルム祭｜
に出席して
藤井啓行
シュトルム(TheodorStorm)は，読者との関係において恵まれた作家
だといってよいであろう。1817年9月14日に現在の西独シュレスヴィヒ＝
ホルシュタイン州の「海辺の灰色の町」フーズム (Husum)に生まれ，
1888年7月4日に終焉の地，同州のハーデマルシェン(Hademarschen)
で70年の生涯を閉じたシュトルムは，その3日後の7月7日に生地フーズ
ムの聖ユルケン墓地(St.-J(irgen-Friedhof)に埋葬された。昨年(1988)
はそれからちょうど100年目に当たるわけだが，世界中で依然として彼の
読者は後を絶たない。その人気には目立った消長も見られず，今なお広く
読み継がれているのである。
この作家の死後100年祭が,1988年9月6日から12日まで，フーズムを
中心としてまことに盛大且つ印象的に催された。 日本人でこれに出席した
者も総勢で6名という少なからぬ数にのぼったが，その内「日本シュトル
ム協会」からの参加者は，私を含めて計4名で，同協会の代表格は日本大
学教授の宮内芳明氏であった。同氏は，本年発行（ただし，本稿執筆時未
刊）の『ドイツ文学』82(Frtihlingl989)の「マルジナリア」欄に，『フ
ーズムのシュトルム残後百年祭に出席して』と題する報告文を寄せられた。
われわれ6名は， フーズムの内港に面したHafenstraBe(図1)の2
軒のホテルに分宿ということになったが，私が泊ったのは，その2軒の中
では西寄りの「オプゼン・ホテル」 (ObsensHotel)で，今一つのほうは
「フリース人の庵」 (HotelFriesenklause)といった。「オプゼン・ホテ
ル」はシュトルム国際会議事務局の斡旋によるものだが， 日本と比較して
何よりもまず宿泊料が格安であり，特別な趣きはないが，小じんまりとし
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図1:フーズム内港。向かって右は， Schiffbriickeから Hafenstr叫eへ。
た清潔なホテルであった。私たちのような年輩になると，何といっても宿
の「よしあし」が旅の印象全体まで大きく左右しかねないのである。
大会第1日， 9月6日の午後5時からは，市内ニッセンハウス（図2)で
シュトルム記念展の開会式が行われ， これが以後の一連の行事の皮切りと
なった。このニッセンハウスは， ドイツ系アメリカ人ニッセン (Ludwig
Nissen, 1855-1924)が設立し， 1937年以降は北フリースラソト地方の民俗
学博物館的な役割を果たしてきたもので，館内には常設のシュトルム展用
の部屋も備えている。
さて今回の特別展の訪問者は，フーズム，ボツダム，ハイリゲンシュタ
ット (DDR内のそれで， BRDとの国境に近く，ゲッティンゲソの南東
に位置する）， ふたたびフーズム， そして最後にはハーデマルシェンヘと
辿っていったシュトルムの生涯の足跡を，館内できわめて容易に具象的に
把握することができる。その際カクログとしての役割も果たし，一層私
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図2：「国際シュトルム祭」の諸行事開催場所， ならびにフ
ーズムにおける最も重要なシュトルム足跡。 （｢国際シ
ュトルム祭」の現地資料による｡）
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たちの理解を深めさせてくれるのが，最近出版された， シュトルム協会事
務局長ラーケ教授(KarlErnstLaage)の手になる出色の画像伝記Theo-
伽γ戯oγ加sWe〃伽B"庇γ"，〃”eB"cIMgγα'"e,Husuml988である。
三つの講演が開会式を飾ったが，そのうち最も長い講演の中でキール大
学のローマイアー教授(D・Lohmeier)は，この特別展示の陳列品の選択
は「シュトルムと19世紀」というモットーに基づいてなされていると述べ
た。 ローマイアーはシュトルムを「19世紀ドイツ文学の古典的作家」と位
置づけ，市民性の多くの観点がその作品の中に表れていると説く。弁護士
等の市民的職業と芸術家性とが一身の中で調和を保っているのである。市
民階級に典型的な在り様をシュトルムは家長としても示して，男3人と女
5人という多数のわが子の教育に心を砕いたが，家族内の遺伝や伝統継承
の問題も胸中を占め，父と息子との葛藤はその作品のテーマの一つであっ
た。市民階級への精神的親近性は，その政治的信条にもまた影響を及ぼし
た。彼は貴族や教会の特権の廃止に賛成であった。また1853年，ドイツと
デンマークの間のシュレスヴィヒ＝ホルシュタイン領有権問題にまきこま
れた彼は，やむなく故郷を去って亡命生活を余儀なくされた。当時この地
方はデンマーク領であったところから，独立運動の際にドイツ側に立った
彼は，デンマークの勝利によって職を奪われたのだが， この国民的問題へ
の彼の対処も本来，市民的生活の根幹を動揺させられたことに対する拒否
的な反応に基づくものであった。
ただ以上のような家庭の問題や政治的態度のすべては，一つの特別展の
中で主旨を貫くことが容易でないのは言うを俟たない。従って今回のフー
ズムでの展示の主眼は， 「政治的人間としてのシュトルム」に置かれたの
である。しかもその問題性の重点は，キールでの法律学勉学時代からフー
ズムでの第二活動期の中ほどにかけての， 1840-1870年の間に絞られた。
ローマイアー氏に続いて，同様の主旨から， ニッセンハウス館長ドクト
ル・レングスフェルト氏(K.Lengsfeld)もまたその講演において，シュ
トルムは作家としての名声を得たほかに，更に政治・社会問題に積極的に
かかわった市民であり， また民主主義者としても人々の尊敬を受けるに値
すると述べた。なおこれらに先立ち開会壁頭の挨拶を行ったのは, Staats-
sekretara.D.でシュトルム協会会長のシュッキング氏(C.-B・SchUcking)
84
であったが，彼はその中で， シュトルムの作品に対する，協会とニッセン
ハウスとの恒常的に良好な協力関係をたたえ，そして，文学的な質の高さ
がシュトルムに，いわゆる郷土詩人の域を越えさせていると語った。
なおシュトルム展は,フーズムではニッセンハウスの他に,Wasserreihe
31にあるシュトルムーハウス(Theodor-Storm-Haus)(図3)でも常設の
ものとして公開されていたのは無論である。また会期中は殆ど連日，バス
によるフーズム市内のシュトルム足跡めく、りの便も提供されていた。
さて大会2日目の7日には，16世紀に建てられたのち18世紀に大改築を
施された宮殿SchloBvorHusumの大ホールで，午前10時半からフーズ
ム市によるシュトルム奨学金の授与式が行われた。市長の手から1988年度
奨学金（8,000マルク）を受取ったのは，ミュンヒェンのゲルマニスティク
専攻の女子学生であった。これに先立ってシュトルム協会に寄せられた応
募論文のテーマはすこぶる多岐にわたり， また応募者の出身地（ないし出
身国） も，韓国のソウルから西ドイツのキールまできわめて広い範囲に及
んだという。
この幸運な女子学生の論文は，小説『水に沈む』(A9"sSzz677ze7s"s)の
錯綜した物語手法に関するもので，彼女はこの中で，上記作品に対する新
しい解釈の根拠を展開している。
なおこのあと引続いて，同じ場所でシュトルム作品朗読コンクール優勝
者たちの表彰式が行われた。協会会長シュッキング氏は少年少女たちに賞
状と賞品を授与しつつ，彼らが懸命になって覚えたシュトルムの言葉のそ
れぞれは，彼らが今後難局に遭遇した時にはしばしば助けになるだろうと
述べるのであった。
さてこの7日からシュトルム国際シンポジウムも始まり， これが9日ま
で続いた。宮殿の庭園の入口に当たる18世紀の建造物Torhaus(Volks-
hochschuleHusum)の2階会議室で催されたこのシンポジウムには，故
あって私は参加できなかったが， 9日の午後にその成果が公開の場で報告
されたので，それらに基づいてここに若干を紹介しておきたい。
シンポジウムは，全体テーマ『シュトルムと19世紀』のもとに中国，米
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図3:ツュトルム＝ハウス（修復後）。 シュトルムはここで 1866-
1880年の問住んでいた。(K.E. Laage: Th. Storm in Husum 
und Nordfrieslandによる。）
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国オーストラリア， ならびにヨーロッパ諸国から参集した12人の研究者
により，非公開のかたちで行われた。 （日本も最初参加することになって
いたが，発表予定者であった金沢大学教授で日本シュトルム協会会長の田
中宏幸氏は，直前の突発事故のため出席不可能となり，その発表予定の原
稿は，先述の宮内芳明氏等によって9日の午後に公開の席で代読ないし
は内容の紹介がなされた｡）進行役をつとめたのは， シュトルム協会のラ
ーケ教授と，オーストラリアのCoghlan教授であった。なおシンポジウ
ムは，終始きわめて活発な討論の連続のかたちで進行したという。
まず初日の議事日程に載っていた二つの発表は，キリスト教に対するシ
ュトルムの立場， ならびに19世紀の政治的世界との彼の関係についてのも
のであったが，結論的には， 「シュトルムは， これまで考えられていたよ
りも急進的」であり，教会ならびにプロイセン的体制に対しては明確な背
反の態度を示しているとのことである。
次に2日目の8日では，文芸学的なテーマが中心的な位置を占めた。特
に中国のWang氏の発表は大きな関心を喚んだが，彼の明言によれば，
年代記小説における，過去へのシュトルムの立戻りは決して現実逃避では
なく，現在の諸問題を明確にするための表現手段として彼自身に役立って
おり， アクチュアリティーがつねに作者の姿勢の中にうかがわれるのであ
る。
このあとの議題でとりわけ論議の対象になったのは，詩的写実主義にお
いて占めるシュトルムの位置についてであり，そして第3日目の9日午前
のテーマは出版技術に関するものであった。 （ヴァイマルのゴルトアマー
教授[PeterGoldammer-1967年Aufbau-Verlagから出版された4巻の
シュトルム作品集の編者〕による｡） これらについては更に， のちほど具
体的な補足を加えることにしたい。
上記の途中9月8日には，市庁舎でフーズム市主催による，シンポジウ
ム参加者のためのレセプションがあり，そこでも市長の歓迎の挨拶の中に，
「シュトルム研究にとって重要なのは，故郷への惑溺や狭除な地域性から
抜け出ることだ」という注目すべき言葉が見られた。
また同8日の夜， フーズム市内Neustadt95にあるHusumHusとい
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うホールで，女優UrsulaTempsによる，『ハンス・キルヒとハインツ・
キルヒ』の朗読会（テキストなしの）が， 約250人の聴衆を前にして催さ
れた。これは， よく通る声を持った長身の彼女の演技力に基づく, 110分
にも及ぶ文字どおり圧倒的な，殆どただ演者の言葉とジェスチュアーのみ
による独演会で，深い感銘を与えるものであった。耳を通しての，純粋で
直接的な作品鑑賞の一つの典型といってよいであろう。 1882年に発表され
たこの作品におけるハンスとハインツという父子の間の葛藤，そしてそこ
から必然的に到り着く2人の破滅の様相が，ほの暗い舞台の上でみごとに
形成されていくのであった。
9日午後にはErichsenwegの大会議場(KongreBhalle)において，公
開の場で， まずシンポジウム最終の二つのレフェラートが行われた。その
一つは， コンスタンツ大学のプライゼンダンツ教授(W.Preisendanz)の
『長編小説の時代における短編小説技法』であり， また他の一つは，パリ
大学のロワイエ教授(Royer)の『19世紀フランス写実主義との，シュト
ルムの関係』というものであった。これらの内容にも触れつつ，先にすで
に若干紹介したシンポジウム全体の主旨について，以下になお少を補足の
記述をしておきたいと思う。
シュトルムは，彼自らを「非政治的人間」と称した。しかしシュトルム
研究の現況からすれば，彼の作品における，社会政策にかかわる様灸な観
点が， ますます中心的な位置を占めるようになってきている。彼は杼情詩
と小説の中で，当時の世界観的な危機についても十分な理解の痕を示した。
彼は総じて自由主義的で民主的な志向の持主であった。そしてこの結論が
即ちまた，当シンポジウムの挙げた成果であるということができる。
さてロワイエ氏によれば， シュトルムは同時代のフランス文学に関して
は知るところ少なく，わずかにフロベールとゾラを翻訳で読んだだけであ
る。だが例えば， シュトルムの『白馬の騎手』 （1888）は，ゾラの， 日雇
い労務者の悲惨さを描いた1884年の『生きる喜び』(Lα〃eaeり"γe)と，
不安の表現として相似点を持つという。その具体例としてあげられるのは，
この世の終りという気分であり， これがフーズムにおいても， またフラン
ス北西部のノルマンディー地方にあっても，等しく雨や海や嵐などの描写
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の手段として表れるのである。
短編小説技法の問題を論じたプライゼンダンツによれば， ロマーン優勢
の時代にシュトルムがなおあえてこのジャンルを用いたのは， どちらかと
いえば叙事詩(Epik)に対する「情緒的な親近感」を彼が持っていたから
である。
他の諸氏の発表の具体的内容の一炎については，先述の『ドイツ文学』
の「マルジナリア」における宮内芳明氏のご報告にゆずることにして， こ
れ以上触れることは避けたい。なお田中宏幸氏が用意されていたシンポジ
ウム発表用の原稿は，音楽に造詣の深い同氏の『テーオドーア・シュトル
ムと19世紀の音楽』と題するものであった。
ところで大会議場では，以上のシンポジウムの成果の報告に続いて，世
界各国におけるシュトルムの受容・研究の状況報告も行われた。これにつ
いても， 「マルジナリア」ですでに若干触れられている関係から， ここで
はそれ以外のことについて一・二述べておくだけにとどめたい。
国際的に見ると， シュトルムはドイツの作家の中で最もよく読まれてい
る一人には違いないのだが，それでもソ連などは翻訳の面でかなり遅れを
とっており， この点では日本・米国・中国などとは対照的である。ちなみ
にこれらの3国のうち日本の状況については， 田中宏幸氏の原稿の内容が
代読のかたちで紹介された。それによれば日本では， シュトルムの作品は
一般に特別な愛読の対象となっている。 『インメンゼー』の翻訳は例えば，
ケーテの『ファウスト』以上に版を重ねてきた。しかし現時点に限って言
えば， より現代にマッチした文学などによってシュトルムは背景に追いや
られてしまっている。
ついでながら以上の点に関しては，その前後に私たち日本シュトルム
協会会員は現地の新聞記者とインタビューを行い， その内容が10日付の
H"s"m"N"ch･ic"e〃紙上（フーズムのLofczIes面）に，かなり大きく
記事となって出たことにも言及しておきたい。取材はシュトルムーハウス
の最上階の部屋で行われ， 日本人参会者の全員が出席した。その記事内容
の中で，シュトルムにかかわる日本の現況紹介の部分を，次に簡単に記し
ておく。－
日本シュトルム協会の事務局は現在東京にあり，その設立は1983年．ま
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た現在の会員数は40名足らずであり，その殆どがケルマニストで，日本全
国に及ぶ。 日本では， 1914年以来100以上のシュトルムの詩と41の小説が
翻訳されたが，残念ながら多くのものがその後に絶版となり， それらの入
手は困難である。現在容易に求めうるのは，文庫本等になって販売されて
いる10編あまりの小説作品で，また手頃な杼情詩集も書店に並んでいる。
最も売れ行きがよいのは『インメンゼー』で， 1936年の初訳以来，これま
でに35万部が売られた。これは，ケーテの，同様に人気のある「ファウス
ト』第1部の34万部を更に上まわる数字である。ところで読者を魅了する
シュトルムの作品の秘密とは何かといえば， まず第一には，郷士の雰囲気
をよく伝える描写と，北ドイツの人間心理のこまやかな表現であろう。ま
た帰郷のモチーフ，父子の葛藤，愛憎の相剋などといった問題を含むテー
マの文学的展開も，読者の心に訴えるものを多く持っている。更にシュト
ルム自身の心のありかたにも，国士を遠く隔てつつも日本的心情と通い合
うものがある。シュトルムのテキストは原文ででも手にはいるが，それら
は多く大学での外国語の授業用に使われている。ただ残念なことだが，純
文学の需要は時を追って減る傾向にある。しかし読書人口の減退は，世界
的な趨勢と言えるであろう。ヴィデオ時代の視聴覚メディアとの競争では，
活字文化の側に分がわるいのは知れたことである。時事的なテーマの魅力
的なお膳立てによって提供される娯楽への対抗となると，時代を超えた素
材を扱うシュトルムでは， 日本においても，残念ながらきわめて困難であ
るというほかはない。
以上のようなH"s""erMzch7･jc"e〃の記事紹介はこの辺でおいて，
更に大会の次第を辿って行くことにするが，先述のシンポジウム報告のあ
と，同日（9日）の夜8時半から，聖ユルケン墓地でシュトルムの墓への
献花祭が行われた。
市内オスターエンデのこの墓地内にある彼の墓は，そのスケールにおい
て，詩人のというよりも，むしろ王侯の墓を思わせるものがある。目に触
れる地上の部分よりも更に印象的なのは，その本来の墓所，すなわち地下
納骨所であるといわれる。墓石の地上部分並びにその前面の場所にかぶせ
られている石板の下にあるこの部分は， 6.6メートルの長さと，3.2メート
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ルの高さを持つ。1807年に曽祖父の手によって建てられたこの墓の中に，
テーオドーア・シュトルムは他の36人の血縁者たちと共に眠っているので
ある。最初の妻コンスタンツェも，彼に先立って1865年にここに葬られた。
シュトルムの遺骸は， 1888年7月7日の午後この先祖代々の地下墓所に埋
葬されたのだが， これは彼自身の生涯の悲願にも基づいている。
さて前述のこの献花祭の雰囲気を盛上げたのは，松明による照明，吹奏
楽の合奏フーズム市のシュトルム合唱団のコーラスなどで，献花に加わ
ったのは， フーズム市，ハイリケンシュタット市， 日本シュトルム協会，
フーズムのシュトルム協会， ならびに上記シュトルム合唱団（その母体は，
1843年シュトルム自身の手で設立）の各代表者で，日本シュトルム協会か
らも墓前に一基の立派な花環が供えられたのであった。
なおそのあと引続き， 21時からラーツケラーで，大会の全参加者による
懇親パーティーが催された。
翌10日11時からは，新しく刊行されたシュトルム全集の紹介があり，そ
れにちなむ三つの講演が行われた。全集（砿加ｵ"c"eWなγたe,1988)は死
後100年祭の記念出版の4巻もので，西独フランクフルトのDeutscher
KlassikerVerlagから出た（図4)。シュトルム作品集としてはこれまで
のうち最大のものであり，初公刊のものも多く含んでおり，例の「ドイツ
古典的大作家叢書」 (B〃畑hehDe"sche7･KZ"ss"")の一つである。
その第1巻はローマイアーの編集に成るもので，すべての杼情詩と，
1848年から67年までの小説とが内容となっている。編者は1940年生まれの
中堅学者で， シュレスヴィヒ＝ホルシュタイン州立図書館(在キール)の館
長をも兼ねている。次に2，3巻はいずれもラーケの編集で，両巻とも専
ら小説のみを収め，そのうち第2巻は1867年から80年まで，また第3巻は
1881年から，最後の『白馬の騎手』(1888)までとなっている。編者ラー
ケは1920年の生まれで，1966年以来シュトルム協会の事務局長ならびに学
術主幹， また1970年からはフーズムのシュトルム＝ハウスの館長も兼ね，
更に現在はキール大学の客員教授でもある。次に第4巻はふたたびローマ
イアーの手を煩わせたもので， メルヘンならびに小文（その中には， これ
まで知られていなかった日記文なども含む）のたく等いが収められている。
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図4：シュトルム全集 (1988年）。
シュトルム自身によって公刊の決定を見た作品に関する限り，上記作品
集における小説配置の順序は，成立の年代順となっている。第 1巻は，
1867年に書かれた小説で，まだ初期作品に数え入れられて然るべき諦念の
小説『聖ュルゲンにて』で終り，第2巻は，同年に生まれた小説『画家の
或る作品』で始まって， 1880年までの，明確に写実主義的な特徴を帯びた
作品を内容としている。また第3巻が集めているのは，ハーデマルシェン
における1881年から88年までの晩年の小説である。
作品のこの配列や，更にそれにもまして，遺稿等の資料により編者の手
できわめて入念に加えられた註解が，物語作者としてのシュトルムの発展
の様相を，読者をしてよく納得せしめる。そこに見られるのは，戯曲への
傾斜を示す短編小説文体の厳格さの強まり，客観化する物語技法，絶えず
きびしさを増す批判的な要素などである。
ここでこのマチネーの演者たちと講演題目とを参考までに挙げておく。
まず DeutscherKlassiker Verlag主幹のホネフェルダー (Dr.Honne-
felder)の『古典的大作家叢書の中のシュトルム作品集』，続いてローマイ
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アーの『新しいシュトルム作品集とその出版の諸原則』， そして最後に，
ラーケの『自筆原稿と，新しいシュトルム作品集にとってのその意義』
－以上であった。
既知の文献， 自筆原稿草稿や手紙類， これらのよく吟味された資料と
ならんで，新しい多くの研究成果が，初めて註釈のために活用された。そ
の際，編者自身の創見に基づくものも少なくなかった。永年の地味な努力
が実を結んだのである。
なおこの大会議場のロビーでは，大会中シュトルム文献の即売会も行わ
れていたが(KramerstraBeのC､F.Delff書店の出張販売),なかなかの
盛況ぶりであった。
さて大会議場では，同じ10日の午後3時からシュトルム協会の総会，そ
のあと引続いて祝祭，記念講演，音楽と，番組が進められた。
シュトルム協会（正式呼称はTheodor-Storm-Gesellschaft)の設立は
1948年で，現在の会員数は1,400人を超え,毎年9月に会員の集い(Storm-
Tagung)を行っている。総会もその機会に開催されるわけで,今回の総会
に集った会員の数は約400人とのことであった。議事の進めかたは，日本
の学会の年次総会の場合と殆ど変らない。このたびの会議では，任期満了
の現会長シュッキング氏が「万場一致」で再選された。そして更めて就任
した同会長は，晩年（70歳）のシュトルムの大きな肖像写真が奥の正面に
掲げられた舞台の上で， 「模範としてのテーオドーア・シュトルム」に対
する祝意表明をこめた開式の辞を述べて，祝祭は始まった。文字どおり豐
礫たる老会長の意気さかんなること， まさに目をみはらせるものがある。
このシュッキン嫁氏は大会の会期中を通じてわれわれと同じホテルに投宿
し，朝食の折も毎日同じ時間にホテルの食堂で顔を合わせたが，大抵一人
で静かに朝食をとっていたこの人も，ひとたび演壇にあがれば，音吐朗々，
精力的なところを十二分に発揮するのであった。
会長はその挨拶の中で， とりわけわれわれ日本からの， ならびにハイリ
ケンシュタットからの代表団に満腔の歓迎の意を印象的な調子で表し，会
場全体から割れんばかりの拍手を誘った。遠来の日本人に対する協会側の
格別の配慮は全会期中をとおして変らず， これはもともと予想されていた
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ことだが，私の耳にはむしろ東独に対する会長の心配りが，それにもまし
て目立って感じとられた。
シュッキングは， フーズムのシュトルム協会と，ハイリケンシュタット
の新たに出来たシュトルム館(Theodor-Storm-Museum)との間で競合が
行われるようなことは，万一にもあってはならぬと述べた。両者の関係は，
東西両ドイツの間の協力態勢に必要とされる数多くの架橋の一つでこそあ
ってほしいと，彼は願うのである。
ちなみに， シュトルムが1857年から64年まで滞在しその第二の故郷とも
言われるハイリケンシュタットでは，昨年シュトルム残後100年を記念し
てコロキウムが行われ，更にシュトルム記念像の除幕式， シュトルム文学
館の開所式などが相ついで催された。その際フーズムのシュトルム協会の
代表が同市に招待を受けたので，今回はいわばその返礼のかたちで，ハイ
リケンシュタット側がフーズムに招かれたのである。なおついでながら， ‘
日本側一行の内，私は単身デュッセルドルフからフーズム入りをしたのだ
が，宮内氏と松井勲氏の二人は， フーズムに足を踏み入れる前にハイリ
ケンシュタットを日本シュトルム協会代表として訪れ，市当局ならびに文
学館側から盛大な歓迎を受けた由である。
ところでフーズムの大会議場では，会長のあとをうけて， シュレスヴィ
ヒ＝ホルシュタイン州の教育・学術。文化ならびに青少年省の長官リュー
ムコルフ女史(E.Rtihmkorf)が短い式辞を述べ，シュトルム協会を，州
が誇りにしうる存在であるとたたえた。シュトルムが文学的に偉大なのは
言わずもがな，彼は政治的にも不屈の気慨をもって民主主義的な道を歩ん
だのだが，協会の仕事は， シュトルムの著作における， これまでかくれて
いた社会批判的な観点にもまた照明をあてたとして，彼女はこのことを高
く評価した。その考えによれば， シュトルムが彼の文学作品の中で表現し
ているのはj保守的な人食が求めるような牧歌ではなくて，むしろ過去の
牧歌の消滅なのであった。あまりにもロマンチックなシュトルム像の匡正
こそ，今日のシュトルム研究が果たした功績と言うべきであろう。
次いでオーストラリアのCoghlan教授がその記念講演において，戯曲
とシュトルムの小説との間の類似点について語った。多数の引用を駆使し
て彼は， シュトルムには最少限に切りつめた対話を冷静に書く能力があっ
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たことを立証してみせたが，この対話の中では，個々の語のそれぞれが価
値を持ち，また言葉自身の中で語られているものよりも蓬かに多くの事柄
が，行間で聞きとられうるのである。
その夜8時15分からは，中央広場に面した聖母教会 (Marienkirche)で
記念演奏会が催された。
もとの古い聖母教会は93メートルもの極度に高い塔を持つもので，その
姿は1651年に描かれた銅版画に見ることができるが（図5)， これは1807
年には取壊されてしまい，現在の新しい教会は1829年から33年にかけて建
てられたもので，シュレスヴィヒ＝ホルシュクインにおける擬古主義の特
に成功した作品とみなされている。
当夜のプログラムはモーツァルトのレクイエム（二短調KV626) で，
これはシュトルムが1844年に彼自身の合唱団をひきい，指揮者として，ま
た自らもテノール独唱者として演奏した曲なのであった。この 1半世紀前
の演奏が，その後の研究・考証を経た結果，同夜初めてフーズムで，その
実際に近いかたちをとって再現したわけである。演奏に当たったのは， 4 
人の独唱者たち，既述のシュトルム合唱団のメンバー，市聖歌隊，ならび
に州立ハンプルク＝フィルハーモニー管弦楽団団員たちであった。
ちなみに，シュトルム合唱団の誕生は，このレクイニムの本来の初演
(1844年）の 1年前に実施されたが，当初彼が望んだ聖母教会での演奏は
反対にあって実現せず，他の教会で行われた。なお当時のシュトルムのテ
ノールは，高い朗々たるものであったという。またその合唱団は，その後
いくたびか名称を変えつつ，今日もなお存続し活動を続けているのである。
当初の合唱団名であった Singvereinは， 1985年以来 TheodorStorms 
Chor von 1843となったのだが， 他方昔に変らず今も derStormsche 
という略称も通用している。なおこの伝統的な合唱団の主宰者は， 1971年
から教会音楽楽長ヴァイゲルト CJens Weigelt)がつとめ，前述の10日夜
の指揮も彼の手で行われた。
聖母教会での心にしみるレクイニムの余韻の未だ消えぬうち，引続きラ
ーツケラーならびにプラウケラー (Braukeller)でパーティーが催された。
夜も更けたが，アルコールと談笑のうちに，名残のつきない思いがあった。
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図5：古い聖母教会。 (K.E.Laage:Tb.Sroγ加加H"S""
〃"αNb7℃坊走sJα"dによる｡）
明けて11日はシュトルム足跡めく．りの第1日で，12時半のニッセンハウ
ス横からのバス出発には，二つの選択の可能性があった。その一つは，北
フリース諸島に属する北海沿岸ハリケン群島中の，高潮でしばしば海没す
る低い小島ホーケ(HalligHooge)(図6)への船旅で’また他の一つは，
シュトルムが最晩年を過ごした土地ハーデマルシェンヘの研修コースであ
った。そのうち私が参加したのは後者のほうである。ついでながら’ この
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ハーデマルシェンとシュトルムとのかかわりについては，同地のシュトル
ム専門家ズーア氏(MaxSuhr)の好箇の研究案内書(Theo伽γ邸o7wzi"
Hα伽加αγsc/Ze〃〃"αHα"eγα"）があるが，これは1988年7月4日に，シ
ュトルムの死後100年を記念して出版（ハーネラウーハーデマルシェン村
発行による）されたもので， 「文学散歩」には打ってつけの文献資料であ
る。また他では，宮内芳明氏の『ハーデマルシェン時代のシュトルム』
（日本大学松戸歯学部『一般教育紀要』， 1988）などにも詳しい。なお前
述のズーア氏は， この日のハーデマルシェン訪問の案内役をも務めた。
フーズムを出て南下するわれわれ一行のバスは，程なくフリードリヒシ
ュタット (Friedrichstadt)を通過する。この小さな町の成立は1619年オ
ランダ人の手によるもので，そのたたずまいには今も，古いオランダ的な
雰囲気が濃厚である。ここを経てさらに進めば，やがてハイデ(Heide)に
達する。この町の中央広場は，上記のフリードリヒシュタットに次いでド
イツ最大のものといわれている。また列車を用いて訪れる旅行者にとって
はハイデは， ここから東のハーデマルシェンの方に向かう鉄道の分岐点で
もある。 この町のRosenstraBeのギムナジウムのそばには，かつて王室
道路工事監督官のエッカーマン(C・Eckermann)が住んでいて，当時ハ
ーデマルシェンに住んで『白馬の騎手』の執筆を進めていたシュトルムが，
堤防(Deich)に関するさまざまな問題についての，専門家としての助言
を仰いだのがこの人物なのであった。このハイデからハーデマルシェンま
では，乗物を使えば何程の距離もない。
さてこの日の目標であるハーデマルシェンという土地は， ホルシュタイ
ン地方の中央部に位置し，鉄道を隔ててハーネラウと隣接していることか
ら， 1938年以来，すでに述べたとおりハーネラウーハーデマルシェン（図
7）という一つの地方自治体としての名称を有している。シュトルムの生
涯にとって， フーズムの他では， ポツダム，ハイリケンシュタットなどと
並んで重要な土地である。特に故郷シュレスヴィヒ＝ホルシュタイン地方
におけるシュトルムを考えるとき， フーズムと共にこの地の名前は何とし
ても逸することができない。
1878年，フーズム時代の61歳のシュトルムは，年金生活後の家「老年の
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館」(A"ers汐〃α）を建てるべく，ハーデマルシェンに4,204平方メートル
の土地を手に入れた。シュトルムがこの地を最初に訪れたのは1850年代だ
が，そこに居を定めるにいたった事情については， 2度目の夫人ドロテー
アの希望も少なからず影響したものと思われる。
ハーネラウーハーデマルシェンは人口3,000人程度で，中心になる教会
堂をもった小さな村だが，その交通上の便利さや風土・風景上の諸々の利
点がシュトルムの心を誘ったことも，容易に立証できるのである。この土
地で彼が書き上げた小説には，最後の完成作『白馬の騎手』の他の主要な
ものとしては, 1881/82年の「ハンス・キルヒとハインツ・キルヒ』,1883/
84の『グリースフース年代記』，1885/86の『桶屋のバッシュ』,1887の『一
つの告白』等があげられるが，ハーデマルシェンのどの場所がシュトルム
の生涯や作品とかかわりがあるかということは，現地に行ってみれば，今
日でもきわめて簡単に指摘することができる。
シュトルムは実は， 「老年の館」に入居する前に，ハーデマルシェンで
最初は別の家にしばらく住んでいた。その場所はImKloster4で，期間
は1880年5月3日からほぼ1年間に及び，この仮住居で彼は小説『予算顧
問官殿』(DerHeγγEr"sγαr)等を書いた。
ImKlosterl2には郷士博物館があり，シュトルムを記念しての数々の
資料が展示されている。規模はさして大きくないが， ここを訪れたさい私
は， なかなかよく整備されているという印象をうけた。
TheodoreStorm-StraBe42にあるのが例の「老年の館」（図8)で，完成
したこの新しい家にシュトルムが転居してきたのは81年5月1日である。
家屋の屋根はかつては天然スレート葺きであったという。のちにこの邸宅
を訪問した多くの友人たちの中には作家のパウル・ハイゼもいたが， シュ
トルムは入居直後の某日，彼に宛てて家の様子を次のようにしらせている。
「……ここは教会堂のある村ですが，土地は緑がいっぱいで広く，家は，
すばらしい大農場があって風情に富んだ場所の近くです。私のこの感じの
いい，田園ふうの屋敷のことについていいますと，階下には三つの広々と
した居間ヴェランダ， テラスがあって，遠望が開けています。また階上
では，私の仕事部屋と五つの寝室があり，家の外装は煉瓦積み壁で仕上げ
られています……」
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この家は現在，ある医師一家が居住しているためツーリストが建物の中
に勝手にはいるわけにはゆかないが，外観は手入れの行届いた宏壮な邸宅
であり， シュトルム在世時と殆ど変るところがないというその佇いに触れ
て，私もさすがに感慨を覚えた。街路に面した正面の壁のちょうど中程に
は，赤煉瓦の面上，白地に黒色の大きな文字でTheodOrStorm,1881-1888
と記され， またすく．その下のほうには，黒色の銘板に金色の字で， 「この
家でテーオドーア・シュトルムは1886/88年に小説『白馬の騎手』を書い
た。彼はここで1881年から1888年7月4日のその死の時に至るまで暮して
いた」と刻まれていた。家には足を踏入れられなくても，広大な庭への出
入りは自由であったから，明るく開け花々が華やかな彩りを添えているこ
の庭園の中を私も歩き回って，様々な角度から建物のありようを眺めてみ
たのであった。
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MannhardtstraBe 27にある家は小説『ヨーン・リーヴ』 (JohnRiew') 
の舞台になっているもので，この作品の第2節にその建物の詳しい描写が
見られる。ハーネラウの街道沿いにあるこの赤壁の家は，今日なおよく往
時の雰囲気を伝えている。
ハーネラウの領主の旧邸宅 (Herrenhaus)は1978年に火災に遭っている
が，白壁の堂々とした建物である。これはもと1835年に，当時のデンマー
ク王の統治下にあって大農場主マンハルト(HinrichGysbert Mannhardt) 
が建てさせたもので，ハーデマルシェン時代のシュトルム当時の世襲地主
はヴァックス (Dr.Heinrich Wachs)であった。 この人物は当時， シュ
トルムの家で隔週に行われた文学作品朗読会のタベに参加していた。
ヴィルヘルム林宛 (Wilhelmshain)に囲まれた中に， 1805年ヨーハン・
ヴィルヘルム・マンハルト (1760-1831)が森林墓地 (Waldfriedhof) を
造った。この墓地を，シュトルムの 4女ゲルトルート (1865年生まれで，
父の伝記を書いた）などはメノー〔再洗礼〕派教徒の墓地だと称している
が，むしろ，ヘルンフート同胞教会に普通に見られる霊園であるといわれ
ている。ちなみに，前記教会が， 1722年にツィンツェンドルフ伯がヘルン
フートという土地に創設したもので敬虔主義の一派の教会であることは，
周知のところであろう。墓地の全体は，幅広い道路により四方を区切られ
た六つの方形地区から成り立っていて，既婚者，独身の成人，子供用と分
かたれ，それが更に性別の扱いを施されてあり，左が男性，右が女性の死
者というふうになっている。見慣れぬ者の目には一風変った印象を与える
墓地といってよいが，その中には，先述のヴァックスの墓の他に，彼同様
にシュトルム家での朗読のタベに足を運んだヨハネス・マンハルト (1840-
1909,文献学者），また同じマンハルト家のユリウス (1834-1893，眼科医）
などの墓もある。この後者については，ホルシュクイン地方ヶリングフー
ゼン (Kellinghusen)近辺のその別荘「遠望」 (VillaFernsicht) におい
て，シュトルムがリーリニンクローン (Detlevvon Liliencron)と会合し
たことが知られている。
なおこの墓地とシュトルムとのかかわりについては，先述の娘ゲルトル
ート等の思い出の中で触れられており，作家でありまた画家でもある女性
フォン・プロイシェン (Hermionevon Preuschen, 1857-1918)なども，
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その回想記(Eγ加冗eγ""ge〃α〃T"o伽γ戯oγ加,1899)の中で，彼女の
ハーデマルシェン訪問の際にシュトルムが，村の墓地のこの場所において，
上方の，草の生えた道の上，蔭の多い木々の下でいつかは永遠の眠りに就
きたいと述べた， と報じている。
以上が9月ll日のハーデマルシェン行きに関連して記したものだが，こ
れに続けて，翌12日に実施されたバス旅行についても，以下において少々
述べておきたい。
当日のバス出発は午前9時で，前日と同じくニッセンハウス横からであ
った。行程は， ドレールスドルフ(Drelsdorf)(図9)経由でゼービュル
(Seeball)を最終目標とする。前日とは反対の,北に向かうコースであった。
フーズムを出て北上するとき，最も手近な場所でシュトルム文学に関係
の深い所といえば， さしずめハトシュテット (Hattstedt)ということにな
ろう。実は時間の関係で12日にはここへ寄れなかったのだが，それ以前の
8日に私は，多少空いた時間を利用し，宮内氏が運転するレンタカーに便
乗して訪れているので，本題からは幾分横道に逸れるけれども， まず少し
述べておきたい。
ハトシュテットの教会は， シュトルムの生涯や文学において特別の意味
をもっている。「灰色をした教会の尖塔｣， 「柿板葺きの屋根のところにま
で……花崗岩の切り石で造られている」などといった描写が， 『水に沈む』
や『白馬の騎手』等の作品の中に見られるのがそれである。 1866年6月13
日にシュトルムが2番目の夫人のドロテーアと結婚式を挙げたのも， この
教会の近くであった。シュトルムは，その式のあと，彼にとって子供時代
の思い出にみちている庭（牧師館の）をあちこち散歩してまわったと記し
ている。牧師館自体は今ではもう姿を消しているが，その庭の古いリンデ
の並木は現在でも残っていて，往時を偲ばせるのである。
この「子供の頃の思い出」の実際を， シュトルムは作品『水に沈む』の
中に，手を加えて移し入れた。ハトシュテットの牧師の息子と一緒に彼は
当時，数え切れないくらいよく散歩に出たが，二人の行動の主な舞台はか
の大きな「聖職者の放牧場」で， 「ここには或る深くて危険な堀割りがあ
り，そのぎわは古い柳の切り株でびっしり取り囲まれていたのだが， この
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堀割りで私たちは，すばしこい黒い甲虫を捕えた」とある一節など， よく
その趣きを伝えている。
小説『水に沈む』執筆の切掛けを与えたのはしかし， ドレールスドルフ
の教会の内部の壁にはめこまれている，墓碑銘の刻まれた，いわゆるポニ
クス(Bonnix)の板碑であった。先述のバス旅行(9月12日）で，フーズ
ムを出たあと私たちの最初に訪れたのがこのドレールスドルうで，私はそ
の時に板碑も直接自分の目に刻みこむことができて，感銘が深かった。
上記の教会は「聖マリア・聖ヨハニス教会」 (St.Marien-undSt.Jo-
hannis-Kirche)と称し，墓地と森に囲まれて，街道沿いの村ドレールスド
ルフの西端に位置している。この教会は教会区の全信徒の礼拝用に供せら
れ，建造はロマネスク時代の1200年に行われた。
さてかの板碑は，壁面に並んでいる4枚のポニクスー家の肖像画のうち
一番右にある少年の画像の下に，今日でもなおはっきり読み取りうるもの
である。そこに書かれているのは,,Aquisincuriaservisubmersur$(下
僕の不注意によって水死した）という言葉だが， シュトルムはこれに強い
関心を寄せて自分の作品の中に取入れたとき, "incuriaservi"(下僕の
不注意によって）の箇所を, "culpapatris"(父の罪によって） 「溺死し
た」と改めたのである。
ここをあとにした私たちのバスはさらに北に向かい，プレートシュテッ
ト (Bredstedt)の村を通って一路目的地をめざした。このプレートシュテ
ット近傍については，私はこの数日前に，先述のハトシュテット訪問の際，
同じ機会を利用して若干見学しているので， この場所を借りて少し触れて
おく。－
当日は抜けるような青色の空の快晴のもと，北フリースラント地方特有
の広,々と開けた9月の野の爽快さを満喫した。「海辺の灰色の町」という
通り名をもつフーズムの町の観光局(Reise-undVerkehrsbtiro)が，こ
の町を訪れる旅行客に，むしろフーズムならびにこの地方の晴天と明るさ
をしばしば強調するのも， また十分理由があることと言わねばなるまい。
私はフーズムの冬の霧の深さや，北海の荒涼とした「暗い」風情に強く心
を引かれる一方， また夏の前後のこの晴朗のさまも捨てがたいと思う。
ブレートシュテットの村を出て西に向かい，海に出るところにハンブル
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ク島(HamburgerHallig)がある。このあたりは鳥類保護指定区域であ
る。ここでは北海沿岸の典型的な景観が見られるが，湿地(Marsch),干
拓地(Koog),堤防(Deich),干潟(Watt),干潟の海岸(Wattenkiiste),
ハリヒ(Hallig)と続くその展開の様は， まことに心を躍らせる。ハリヒ
での羊の放牧，数軒のうちの一軒の家の，横に張った長いロープに所狭し
と張られた洗濯物が，陽光をいつぱいに浴びて風に翻っているさま，波打
際のあたりに水浴用の簡便なシャワー設備が取り付けられていることなど，
何かと印象に残ることが多かった。
ハリヒにぽつんと建っている一軒の閑散な「居酒屋」(Krug)で軽い昼
食を私たちは摂ったのだが， この居酒屋さんの外壁には， ブレートシュテ
ットにある自然センター(Naturzentrum)の案内が貼り出されていた。
このセンターは5月から9月にかけて毎日14時から18時まで開かれていて，
いろいろな催しを行っているようだが，その中には，晴天の際の砂州めぐ
り(Wattwanderungen)などというのもある。これは毎週火曜日に実施し
ているようで，案内を見ると，例えば1988年9月13日実施分では，午前8
時30分にハンブルガーーハリヒを出発してノルデン(Norden)まで行き，
2時間の行程で，料金は2マルクと1マルク(青少年用料金)となっている。
またカラー・フィルムを使った講演会も随時行われていて， 『ハリケン諸
島の世界』とか『高潮」などの演題が目につく。高潮は, 1362年,1634年
などのものの他に，今世紀では62年，76年，81年のそれらが特にすさまじ
いものだったようで，ハリヒに建てられた暴風津波の水位を表示する柱で
見ると， 1976年のもの，これに次いでは1962年のそれが殊に強烈であった
ことが知られる。
私たちはハンブルガーーハリヒから北の方のハウケーハイエン干拓地
(Hauke-Haien-Koog)にも足を延ばしているが，これは『白馬の騎手』の
主人公たる堤防監督官ハウケ・ハイエンの名にちなんで行われた命名に基
づくものである。ここの防波堤は実は，その名称の出所である作品が世に
出てから80年以上も経て築かれたもので，原作の中の同名の干拓地の平坦
さに等しく，それまでの堤防の中でも最も平坦なものであった。
しかし， シュトルム自身があの小説を書く時に眼前に描いた干拓地は，
もちろん上記のものではありえず，おそらく｢新ハトシュテット干拓地」
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(NeuerHattstedterKoog)であろうとされている。これがその立地条件
や規模からいって，作中のハウケーハイエン干拓地の描写に殆ど完全なま
でに照応しているのである。しかし小説の中の「飲み屋」(Wirtshaus)は
そこにはない。 これのモデルは実は， そのやや南のシユテルデビュル
(SterdebUll)にあって，シュトルムにもなじみのクルークだと見られて
いる。
そしてこれが現在， 「白馬の騎手酒場」 (Schimmelreiterkrug)という
名をもつ大きな建物の飲食店で， これまた閑散としたその店内で私たちは
しばしコーヒーを飲んで休息したのだが，原作の中の例の有名な情景をよ
く偲ばせうる建物ではある。小説の中の「語り手」は，或る嵐の夕暮，馬
を駆って堤防付近を散策していた時， 白馬に乗り黒い外套を風になびかせ
た人物の幻影が，音もたてずに幾度となく傍らを通過するのを目撃した。
「語り手」が近くにある酒場に急ぎはいって，そこに集まっている地元の
人々にこの事情を話すと，彼らは色を失って， 「それは白馬の騎手だ」と
彼に告げるのであった。－
以上またしても文章の上でのやや長い寄り道をしてしまったのだが， こ
こらで本題の12日の研修ドライブの続きに戻りたいと思う。
ニービュル(Niebdll)の北西方向にあり，デンマークとの国境の直前
に位置するのが，当日の目標地のゼービュル（ノイキルヒェンの一部）で
あり， ここのエーミール・ノルデ（1867-1956）の美術館(Nolde-Museum)
を訪れるのがわれわれの目的であった。ゼービュルで亡くなったノルデが
自らの設計で1927/28年に建てさせたアトリエの家が，すなわち現在の美
術館である。ノルデはもともと北シュレスヴィヒ地方の生まれであるが，
ゼービュルに移り住むようになったのは1927年，彼が60歳の時であった。
ノルデ自身このアトリエの家について，第二次大戦後の静かで平和な画家
活動の中にあって1946年に，次のように記しているのである。－「田舎
の素朴な自然の中の，われわれのこの小さな地所において，あらゆる国々
からやってきて探求を続ける精神的な放浪者たちに，何がしかの幸福と，
芸術家としての精神的な休養を与えうるような，或るつつましやかで特別
な場を見出させたいと思っている｡」
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彼の作品のうちの120点がそこで，毎年構成を換えて展示され， そして
そのたびに全体の特徴を説明する概観が提示される。見る者は，芸術家と
しての多年にわたる活動の変遷のうちにノルデが，殊に1933年から45年に
かけてはナチ政権の下で幾多の辛酸を嘗め尽し，最初から頽廃画家として
の烙印を押されたのち, 1941年から45年の間にはついに制作禁止の処置ま
で受けたことに，胸をうたれるのである。
館内にはいってすぐ鹸に目につくのは，正面の壁の上方に貼られた大きな
日本語のポスターである。それには， 「色彩にこめた情念ドイツ表現派
の巨匠エミール・ノルデ展」とあり, ｢1981年10月31日(土)-12月13
日（日） 国立西洋美術館」との文字も読める。74歳から78歳にかけて制
作禁止を命じられていたあいだ，彼がひそかに和紙に1,000枚以上もの，油
絵の具を使わぬ小さな絵を描き続けたことが， このポスターを見ながら私
には想起されるのであった。彼はこれらの作品を自ら「塗られざる絵」
(ungemalteBilder)と名付けた。
1945年の第二次大戦終結はノルデに解放をもたらした。89歳で残するま
での以後の11年間は，ノルデにとっての平和な絵画活動の時期となった。
目を遮るものとてなく遠く地平線のかなたまで続く牧草地と畑地，そこに
点在する大きな農家， のんびりと草を食むホルシュタイン牛，海からの潮
気を含んだ風，青色の地の空一面をうっすらと覆うようにして流れて行く
白い雲一いま私たちが目にするこの自然がまたそのまま，当時のノルデ
の家を取りまく環境でもあったはずである。私たちと同行の，年輩の一ド
イツ婦人は， このあたりの風土を知悉し愛しており，毎年この時期の「シ
ュトルムの集い」に参加しているようであったが，館外に出て先程の自然
のたたずまいに触れたとき，期せずして彼女は私に， 「これこそ北フリー
スラント ！」と語りかけた。ノルデは， このような自然の中で， また素朴
な造りながら広大な庭園には泉水を設けて，更に色とりどりの草花を配し，
60歳にして初めてわが物とした本式のアトリエで，最晩年にこそやっと静
かな創造の喜びにひたりえたのではあるまいか。
このノルデ美術館の訪問をもって,1988年度｢国際シュトルム祭｣のすべ
ての行事は終りを告げた。自らの生まれ育った所としてシュトルムがこよ
なく愛した北フリースラント特有の自然の匂いが，今また更めて私に甦っ
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てくる。この自然が彼のすべての作品の生命ともなっている。但しラーケ
も， シュトルム足跡をめく儒るそのガイドブック『フーズムと北フリースラ
ントにおけるシュトルム』 （”eりゐγ戯oγ沈伽H"s"''z〃"cINDγ〃ries-
jα〃d,Heidel979)の中で述べているように，シュトルムが彼の小説の中
に自分のせまい故郷の風土の現状をおりこむときは， これはただ，いわば
「原料」として用いられているだけで，そこに文学的な色付けが心をこめ
てなされているのは言うまでもない。
それ故に，例えば『白馬の騎手』の雰囲気は，神秘的ともいいうる北フ
リースラントの沼沢地における，海沿いに果てしなく延びる防波堤の奥の
いずこかで到るところに探し求められ， また見いだされうるであろう。こ
うして，北フリースラントの諸所に見られるざわめく灰色の北海や，堤防
や湿地の風景それ自体もまた， シュトルム文学の足跡ということになるの
である。この背景を抜きにしては,彼の大部分の作品が考えがたい。しかも
それがシュトルムのいくつかの杼情詩において格別に顕著であることには，
誰しも異論の余地があるまい。 「灰色のなぎさ，灰色の海べ」で始まる詩
『この町』(Die,Mz"),「潟に今かもめが飛んでくる」と詠じ出す『海岸』
(Mee7･essjγα"の，また「燃えるような銀色に海は輝いた……」と描いてい
く 『復活祭」(Osreγ"）などなど，その好例には事欠かない。
このように故郷の風土に密着したシュトルムの作品が，今では世界20カ
国の言葉に訳され， また25本もの映画化やテレビ放映を見るにいたってい
る。こうした事態の到来は彼自身まったく予想しえなかったところであろ
う。シュトルムは現在では， 19世紀のドイツの杼情詩人・小説家の中で最
もよく読まれる一人となっているのである。繰返しになるが，故郷の風土
は彼の作品の生命には違いないけれども， しかし彼を単に感傷的な，いわ
ゆる「郷士作家」と考えるのは，今ではそれこそ陳腐な見解だとのそしり
を免れないようである。この意味から，昨年のシュトルム死後100年祭を
記念して， 日本シュトルム協会からも本年， この作家についての立派な論
文集を出版する運びになったことを，私は心から喜ばしく思っている。シ
ュトルムはおよそ大衆うけをする作家でなく， まことに地味な存在だが，
真にその滋味掬すべき詩人であると，私には考えられるのである。
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なお最後に，拙稿に少し先立って筆者は， 死後100年祭についての， こ
の報告文とは違った体裁の，これよりは短い原稿を日本シュトルム協会へ
も，同協会の『会報』第13号 (198坐F4月発行）に寄せたことをおことわ
りしておく。
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